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　※目的別予算管理編で使用するマークの説明

マーク 呼称 使用の用途や使用箇所

画面や帳票名のときこのカッコで囲みます。

1 【　】 太いカッコ 例．【資金収支仕訳画面】

ボタン名（ＯＫや更新 ｅｔｃ）のときこのカッコで囲みます。

2 [　] 細いカッコ 例．[更新]ﾎﾞﾀﾝを押します

メニューバーのときこのカッコで囲みます。

3 <　> 三角カッコ 例．＜マスタメンテ　⇒　業者登録＞

項目名のときこのカッコで囲みます。

4 ｢　｣ とじカッコ 例．「自動採番G」

メッセージのときこのカッコで囲みます。

5 『　』 中抜きカッコ 例．『無効な値が入力されました』

画面項目の補足説明箇所で使用します。

6 丸ナンバー

ＸＸページ参照のときに使用します。

7 Ｐ．XX ページ参照 ※下記の開きマニュアル･マークを前に付与しています。

メニューから説明箇所の画面への遷移方法を示しています。

8 § [ ⇒ ] メニュー遷移 例．§ [ １．会計共通　⇒ １．月次更新  ]

会計業務やＴｏｍａｓシステムのポイントとなる箇所に

9 ポイント・マーク 使用します。

お客様へのアドバイスや使い方のご提案箇所です。

10 ヒント・マーク

会計業務やＴｏｍａｓシステム上でやってはいけないこと、

11 禁止マーク 禁止事項のときに使用します。

お客様に守ってもらいたいルールやエラーの注意です。

12 注意マーク

マニュアルの別ページを参照いただく時に使用します。

13 開きマニュアル 例． Ｐ．２－１

検索ボタンを意味します。

14 双眼鏡マーク

通常、変更しない項目には網掛けをしています。ご注意ください。

１
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 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは

目的別予算管理とは、「あらかじめ設定した予算区分（Ｋ目・M目）毎に実績を集計し、

予算対比できる機能」です。区分は大きく分けて２種類あります。

Ｋ目 … 階層型目的別予算。最大３階層。

Ｍ目 … マトリックス型目的別予算。最大２階層。※下記の例では１階層目までの管理。

Ｍ目は部署別目的別予算管理サブシステムをご購入いただいたお客様のみの限定機能となっております。

【使用例】
目的予算区分は、部門コードの下段（Ｋ目）と、科目コードの右側（Ｍ目）で登録します。

通常の仕訳入力時に、目的別予算区分を登録すると、その区分毎に実績を集計できます。

１枚の伝票で、決算書に実績を反映させるほか、目的別予算の管理まで可能です。

Ｋ目とＭ目の両方使うことによって、実績をマトリックスで管理できます。

【Ｍ目活用例】

１：田中先生 １：研究費

２：記念事業

２：村上先生 ２：記念事業

３：学会

３：森田先生 １：研究費

３：学会

Ｍ目計

　Ｋ目計

計 15,000円 40,000円 80,000円 135,000円

記念事業 5､000円 10,000円 15,000円

学会 30,000円 30,000円 60,000円

計

研究費 10,000円 50,000円 60,000円

30,000円

50,000円

30,000円

田中先生 村上先生 森田先生

Ｋ目 Ｍ目 金額

10,000円

  5,000円

10,000円

Ｋ目

Ｍ目

K目
Ｍ目

１－１ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは

１）K目的予算とは
K目（階層型予算）は最大Ⅲ階層の予算単位を設定し、任意の集計単位での学内予算の予実管理ができます。

例１）大学法人･･･個人研究費の管理

大学の村上先生が消耗品（ｺﾋﾟｰ用紙）を購入した例で説明します。

【帳票サンプル】§[2.会計 ⇒ 8.目的別予算 ⇒ 5.目的別予実対比一覧表　又は　6.目的別予算補助元帳］

【目的別予実対比一覧表】や【目的別予算補助元帳】で確認できます。

Ｋ

村上先生の消耗品の
予算額100,000円に対して
実績額52,275円なので、
予算残高47,725円と分かります。

予算区分毎・科目毎に実績額と
予算金額予算残高を確認できます。

ポイント 先生方から予算の残高を聞かれたときにすぐに答えることができます。

この帳票から村上先生の予算は
旅費交通費にも計上されている事が
分かります。
（2科目合わせて予算.300,000円

に対して188,725円実績計上済）

★

★
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 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは （K目的予算の説明）

１）K目的予算とは　の続き１

例２）大学法人･･･部署予算の管理

大学の総務部が消耗品（ｺﾋﾟｰ用紙）を購入した例で説明します。

【帳票サンプル】§[2.会計 ⇒ 8.目的別予算 ⇒ 5.目的別予実対比一覧表　又は　6.目的別予算補助元帳］

【目的別予実対比一覧表】や【目的別予算補助元帳】で確認できます。

総務部の消耗品の
予算額５00,000円

に対して
実績額27,000円な

ので、
予算残高473,000

Ｋ

総務部の消耗品の
予算額５00,000円に対して
実績額27,000円なので、
予算残高473,000円と分かります。

★

★
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 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは （K目的予算の説明）

１）K目的予算とは　の続き２

例３）高校法人･･･教科予算の管理

高校の国語科で雑誌を購入した例で説明します。

【帳票サンプル】§[2.会計 ⇒ 8.目的別予算 ⇒ 5.目的別予実対比一覧表　又は　6.目的別予算補助元帳］

【目的別予実対比一覧表】や【目的別予算補助元帳】で確認できます。

Ｋ

★

総務部の消耗品の
予算額５00,000円
に対して
実績額27,000円な
ので、
予算残高473,000

★

高校の新聞雑誌費の
予算額５00,000円に対して
実績額80,169円なので、
予算残高419,831円と分かります。
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 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは （M目的予算の説明）

部署別目的別予算管理サブシステムをご購入いただいたお客様のみの限定機能となっております。

２）Ｍ目的予算とは
M目（マトリックス型予算）は最大Ⅱ階層の予算単位を設定し、K目と組合わせて予実管理ができます。

（例１）

（K目Ⅰ） （K目Ⅱ） （K目Ⅲ） （Ｍ目Ⅰ）

1 大学 1 個人予算 1 田中先生 1 記念事業

2 学園祭

2 山本先生 1 記念事業

2 学園祭

3 鈴木先生 1 記念事業

2 学園祭

2 経理課 1 記念事業

2 学園祭

3 総務課 1 記念事業

2 学園祭

このようにK目Ⅳ階層以上になる場合や、Ｋ目とは要素が違う予算区分になるときはＭ目を使用します。

さらに、M目を使用すれば記念事業で合計いくらかかったのかというK目とM目が逆転した集計をとる事ができます。

（例２）

（Ｍ目Ⅰ） （K目Ⅰ） （K目Ⅱ） （K目Ⅲ）

1 記念事業 1 大学 1 個人予算 1 田中先生

2 山本先生

3 鈴木先生

2 経理課

3 総務課

2 学園祭 1 大学 1 個人予算 1 田中先生

2 山本先生

3 鈴木先生

2 経理課

3 総務課

【実際の使用例①】

大学法人･･･個人研究費の管理

Ｍ目を使用すればこの部分は

ﾏｽﾀ登録不要です！
Ｋ目とＭ目の関係は階層に
なっていません

K

M
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 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは （M目的予算の説明）

２）Ｍ目的予算とは　の続き1

・帳票サンプル

【目的別予実対比一覧表】で実際どのように集計されるのかを確認できます。

(例1) 出力順　Ｋ目→Ｍ目

(例2) 出力順　Ｍ目→Ｋ目

Ｍ目「記念事業」全体の合計は、Ｍ目「学園祭」が間に入っている為、
集計することができません。 そこで、次の例2のようなＭ目→Ｋ目の出力順に
するとＭ目「記念事業」の合計、Ｍ目「学園祭」の集計をとることができます。

※

※

※

Ｍ目「記念事業」の合計を
とることができます。

※
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 1．準備・日常処理

　１．目的別予算とは （M目的予算の説明）

２）Ｍ目的予算とは　の続き２

【実際の使用例②】
　大学法人・・・科学研究費の管理 文科省への提出書類（収支簿）　への転記等で使用できます。

【帳票サンプル】 §[2.会計 ⇒ 8.目的別予算 ⇒ 5.目的別予実対比一覧表]

(例1) 出力順　Ｋ目→Ｍ目

(例2) 出力順　Ｍ目→Ｋ目

Ｋ

M

K目「○○研究」の合計を
とることができます。

M目「物品費」の合計を
とることができます。
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 1．準備・日常処理

　２．処理手順

◆日次・月次処理◆

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－９

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  １．目的別予算区分登録 ]

（目的予算区分権限を利用する場合は）

・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－１１

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ２．目的別予算区分権限登録 ]

（目的別予算金額登録する場合は）

・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  １．目的別予算金額登録(K)］

・・・・・・・・・・ Ｐ３－２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ２．目的別予算金額登録(KM)］

Ｐ２－４

・・・・・・・・・・ Ｐ３－４

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ３．目的別予算金額一覧表］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ２．会計日常  ⇒  １．資金収支仕訳入力 ]

または

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  １．業者支払予定仕訳入力 ]

で仕訳入力時に目的予算区分を入力

後から

・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－２０

で目的予算区分を入力・訂正可能

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－１２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

または

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－１８

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ６．目的別予算補助元帳 ]

で確認

業者支払予定仕訳入力

目的別予実対比一覧表

目的別予算補助元帳

目的別予算情報入力

目的別予算区分登録

目的別予算区分権限登録

目的別予算金額登録（Ｋ）

目的別予算金額一覧表

資金収支仕訳入力

目的別予算金額登録（ＫＭ）
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３．目的別予算区分登録 （目的別予算区分登録）

Ｍ目は部署別目的別予算管理サブシステムをご購入いただいたお客様のみの限定機能となっております。

Ｋ目Ⅰ･Ｋ目Ⅱ･Ｋ目ⅢとＭ目Ⅰ･Ｍ目Ⅱをレベル毎（上位階層から順）に登録し、それぞれの名称や部門等を登録します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  １．目的別予算区分登録 ]

項目名 説明

① Ｋ目／Ｍ目 Ｋ目かＭ目かを選択します。

② 処理レベル Ｋ目かＭ目かの階層レベルを選択します。

③ 検索条件 K目Ⅰ･Ⅱ･ⅢかＭ目Ⅰ･Ⅱかを入力して、検索することが出来ます。

④ 限定／以上 ③で条件セットした内容のみを限定して検索するのか、それ以上で検索するのかを指定できます。

⑤ 目的Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･ⅢかＭ目Ⅰ･Ⅱかを入力します。

⑥ 正式名称 全角で１０文字まで入力可能です。

⑦ 略名称 全角で６文字まで入力可能です。

⑧ 部門 集計したい形態別部門を入力します。

目的別予算金額登録で部門を管理するお客様は、画面非表示となってます。

⑨ 表示順 ガイダンスで表示する場合の順番を入力します。

⑩ 状態 登録しているコードを使用するか使用しない（未使用）かを選択します。

【手順】

1 Ｋ目の区分を登録するのか、Ｍ目の区分を登録するのか選択します。

2 何階層目を登録するのか選択します。新規登録の場合は、目的Ⅰから登録してください。

3 重複しないよう、コードを登録してください。

4 正式名称を登録します。Ｅｎｔｅｒを押すと略名称に複写されます。

5 追加ボタンで登録完了。

① ②

③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩

メニューバーで<操作 ⇒ 一括削除>を選択すると
条件セット画面が表示され、データの一括削除ができます。
一括削除を行うと、目的別予算区分の他に
目的別予算区分権限・目的予算金額・目的別予算残高・
目的別予算流用額も同時に削除されます。
削除後は残高累積を実行してください。

※事前にバックアップをとってから行ってください。

(a) (b)

会計部門を登録すると目的別予算から形態予算へ
積上げ集計が可能です。（Ｐ２－８参照）
※目的別予算金額登録で部門を管理するお客様は、
画面非表示となっています。
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３．目的別予算区分登録 （目的別予算区分登録　続き）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  １．目的別予算区分登録 ]

（ａ）追加

前頁の表⑤～⑩までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

『翌年度のデータも更新しますか？』とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと翌年度にも追加されます。

（ｂ）訂正

 「目的別予算区分一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。訂正したい目的予算を選択してください。

選択した内容が表示されますので、前頁の表⑥～⑩までの項目を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。［はい]を押すと変更されます。

『翌年度のデータも更新しますか？』とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと翌年度も更新されます。

ＣＳＶファイルの取込も可能です。取込手順はＰ５－3をご参照ください。

ファイルで取込を行った場合は、取込を行った年度のみマスタが作成されます。

翌年度のマスタを登録する場合は、ＴＯＭＡＳにログオンする際に年度を翌年度に変更するか

ログオン後に年度変更(< 操作 ⇒ 年度変更 >)してください。

■目的予算区分マスタの登録後の確認帳票

印刷ボタンから登録内容を帳票で確認できます。
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４．目的別予算区分権限登録 （目的別予算区分権限登録）

Ｍ目は部署別目的別予算管理サブシステムをご購入いただいたお客様のみの限定機能となっております。

オペレータID単位で使用する目的別予算区分に制限（権限）を登録します。

パラメータ設定で、目的別予算権限使用が「使用する」の場合のみ設定します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ２．目的別予算区分権限登録 ]

項目名 説明

① Ｋ目／Ｍ目 Ｋ目かＭ目かを選択します。

② 検索条件 オペレータIDを入力して、検索することが出来ます。

③ 限定／以上 ②で条件セットした内容のみを限定して検索するのか、それ以上で検索するのかを指定できます。

④ オペレータ オペレータIDを入力します。

⑤ 目的Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 権限をつけたいＫ目Ⅰ･Ⅱ･ⅢかＭ目Ⅰ･Ⅱかを入力します。

【手順】

1 Ｋ目の区分を登録するのか、Ｍ目の区分を登録するのか選択します。

2 オペレータＩＤを直接入力するか、ガイダンスより選択します。

3 使用権限をつける目的予算区分を入力します。

4 追加ボタンで登録完了。

（ａ）追加

上記④～⑤までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･ⅢかＭ目Ⅰ･Ⅱのガイダンスに「０：すべてOK」がありますが、全目的に権限をつける場合に

使用します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

『翌年度のデータも更新しますか？』とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。「はい」を押すと翌年度にも追加されます。

パラメータ設定で、目的別予算権限使用を「使用する」に設定変更した後は、システム管理者であっても

そのオペレータＩＤに対して権限の設定が必要になります。

設定しなかった場合、帳票による残高確認できない他、仕訳入力時から目的予算区分マスタを参照できません。

①

② ③

④ ⑤

目的予算区分の指定がない
場合は、｢0｣を登録します。
（０＝すべて）

(a)
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５．目的別予実対比一覧表 （予実対比一覧表）

目的別予算の実績と残高を部署別・科目別・明細別に出力します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

項目名 説明

① 予算超過のみ～ 予算超過しているもののみを印刷します。予算残高０円は表示されません。

② 業者仕訳を含む 業者支払予定仕訳入力で入力し、資金収支への書込み前の仕訳も計上します。

③ 発注仕訳を含む 目的別予算執行伺登録で入力し、発注済み（注１）の仕訳も計上します。

④ 伝票年月 伝票年月を入力します。対象月までの累計の予実対比ができます。

決算整理 決算整理を含むか否か選択します。「伝票年月」が、3月のときのみｶｰｿﾙが止まります。

決算整理回数 決算整理何回目までかを選択します。

「決算整理」にチェックがついているときのみ回数にｶｰｿﾙが止まります。

1列に合算する 1列に合算するにチェックすると決算整理1回目～指定した回数までの合計額を表示します。

⑤ 目的予算の種類 K目予算かK目M目予算か選択します。

⑥ 目的予算の集計単位 ⑤でK目M目を選択したときのみ、K目・M目・K目M目・M目K目の中から

選択できます。

⑦ 部署のレベル K目の階層ﾚﾍﾞﾙの選択と各々の階層（K目Ⅰ～Ⅲ）での限定ができます。

⑧ 個別のレベル M目の階層ﾚﾍﾞﾙの選択と各々の階層（M目Ⅰ～Ⅲ）での限定ができます。

⑨ 科目を印刷する 科目を印刷するかしないかを選択します。

⑩ 科目 科目を限定できます。

⑪ 明細を印刷する 明細を印刷するかしないかを選択します。

⑫ 明細のレベル 明細の階層ﾚﾍﾞﾙの選択と各々の階層（明細Ⅰ～Ⅱ）での限定ができます。

⑬ 部門毎に改頁する 部門毎に改頁したい場合にチェックをつけます。

⑭ 部門 部門を限定できます。

⑮ 出力順 出力の順番を目的＞科目＞明細の順とするか科目＞明細＞目的の順とするかを選択できます。

⑯ ファイル(CSV)出力 ファイル出力（CSV形式のデータ）を行なう場合にチェックをつけます。

合計を出力する 合計行を出力したい場合にチェックをつけます。

注１：発注済みとは、【目的別予算執行伺登録】で「発注日」に日付が登録されている内容で、

　　　発注データ取込仕訳入力前のデータを指します。

（設定により、「発注日」の登録に限らず目的予算執行伺のデータをすべて対象にすることも可能です。）

　設定が必要な場合は、シティアスコムまでご連絡ください。

※サンプル帳票が次ページ以降にあります。

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦

⑧

⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮

⑯

検索条件の指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください
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５．目的別予実対比一覧表 （予実対比一覧表の続き１）

目的別予算の実績と残高を部署別・科目別・明細別に出力します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

（１）目的予算の種類「Ｋ目」の場合
※目的別予算金額登録（Ｋ）の予算金額との対比

■帳票サンプル（目的→科目→明細）

　（CSV出力サンプル） ※「合計を出力する」にチェックをつけた場合

■帳票サンプル（科目→明細→目的）

【目的別予実対比一覧表】の表示金額について
科目毎の貸借区分と比較し、貸借を逆仕訳した場合はマイナス表示になります。

（但し、計は借方基準で表示されます。）

貸借で同じ目的予算区分を使用すると、それらが相殺されて実績計上０円となります。

基本的に、支払資金や収入科目には目的予算区分を使用しないようにしてください。

（マイナス表示となります。）

Ｋ目

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示
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５．目的別予実対比一覧表 （予実対比一覧表の続き２）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

（２）目的予算の種類「Ｋ目Ｍ目」でかつ、目的予算の集計単位「Ｋ目」の場合
※目的別予算金額登録（ＫＭ）の予算金額との対比

■帳票サンプル（目的→科目→明細）

　（CSV出力サンプル） ※「合計を出力する」にチェックをつけた場合

■帳票サンプル（科目→明細→目的）

目的予算の種類「Ｋ目」と「ＫＭ目」の選択について

Ｐ１－１３とＰ１－１４の【目的別予実対比一覧表】は、検索条件「目的予算の種類」で

「K目」を選択した場合は【目的別予算金額登録（K）】の金額を参照します。

「K目M目」を選択した場合は【目的別予算金額登録（KM）】の金額を参照します。

Ｋ目

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示
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５．目的別予実対比一覧表 （予実対比一覧表の続き３）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

（３）目的予算の種類「Ｋ目Ｍ目」でかつ、目的予算の集計単位「Ｍ目」の場合
※目的別予算金額登録（ＫＭ）の予算金額との対比

■帳票サンプル（目的→科目→明細）

　（CSV出力サンプル） ※「合計を出力する」にチェックをつけた場合

■帳票サンプル（科目→明細→目的）

Ｍ目

「明細を印刷する」に

チェックを入れた
場合に明細を表示

「明細を印刷する」に

チェックを入れた
場合に明細を表示
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５．目的別予実対比一覧表 （予実対比一覧表の続き４）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

（４）目的予算の種類「Ｋ目Ｍ目」でかつ、目的予算の集計単位「Ｋ目Ｍ目」の場合　
※目的別予算金額登録（ＫＭ）の予算金額との対比

■帳票サンプル（目的→科目→明細）

　（CSV出力サンプル） ※「合計を出力する」にチェックをつけた場合

■帳票サンプル（科目→明細→目的）

Ｋ目 Ｍ目

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示
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５．目的別予実対比一覧表 （予実対比一覧表の続き５）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ５．目的別予実対比一覧表 ]

（５）目的予算の種類「Ｋ目Ｍ目」でかつ、目的予算の集計単位「Ｍ目K目」の場合　
※目的別予算金額登録（ＫＭ）の予算金額との対比

■帳票サンプル（目的→科目→明細）

　（CSV出力サンプル） ※「合計を出力する」にチェックをつけた場合

■帳票サンプル（科目→明細→目的）

Ｍ目 Ｋ目

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示

「明細を印刷する」に

チェックを入れた

場合に明細を表示
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６．目的別予算補助元帳 （目的別予算補助元帳）

目的別（部署別）の予算額と実績、予算残高を元帳形式で確認できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ６．目的予算補助元帳 ]

項目名 説明

① 伝票年月 伝票年月を入力します。

② 対象仕訳 通常仕訳のみ、または、決算整理仕訳のみ、全仕訳のいずれかで対象の仕訳を

限定したい場合にチェックをつけます。

③ 仕訳の発生～ 仕訳の発生していない科目を印刷対象にしたい場合、チェックをつけます。

④ 業者仕訳を含む 業者支払予定仕訳入力で入力し、資金収支への書込み前の仕訳も計上します。

⑤ 発注仕訳を含む 目的別予算執行伺登録で入力し、発注済み（注１）の仕訳も計上します。

⑥ 目的予算の種類 K目予算かK目M目予算かを選択します。

⑦ 目的予算の集計単位 ⑤でK目M目を選択したときのみ、K目・M目・K目M目・M目K目の中から

選択できます。

⑧ K目のレベル K目の階層ﾚﾍﾞﾙの選択と各々の階層（K目Ⅰ～Ⅲ）での限定ができます。

⑨ M目のレベル M目の階層ﾚﾍﾞﾙの選択と各々の階層（M目Ⅰ～Ⅲ）での限定ができます。

⑩ 科目毎に改頁する 科目を印刷するかしないかを選択します。

⑪ 科目 科目を限定できます。

⑫ 明細毎に改頁する 明細を印刷するかしないかを選択します。

⑬ 明細のレベル 明細の階層ﾚﾍﾞﾙの選択と各々の階層（明細Ⅰ～Ⅱ）での限定ができます。

⑭ 部門集計パターン 部門集計パターンを選択します。

部門毎に改頁する 部門を印刷するかしないかを選択します。

⑮ 部門 部門を限定できます。

⑯ 出力順 出力の順番を目的＞科目＞明細の順とするか科目＞明細＞目的の順とするかを選択できます。

⑰ ファイル(CSV)出力 ファイル出力（CSV形式のデータ）を行なう場合にチェックをつけます。

合計を出力する 合計行を出力したい場合にチェックをつけます。

注１：発注済みとは、【目的別予算執行伺登録】で「発注日」に日付が登録されている内容で、発注データ取込仕訳入力前

　　　のデータを指します。

※サンプル帳票が次ページにあります。

①

⑤

検索条件の指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください

②
③
④
⑥
⑦
⑧

⑨

⑩
⑪

⑬

⑭

⑯

⑰

⑫

⑮
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 1．準備・日常処理

６．目的別予算補助元帳 （目的別予算補助元帳の続き）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ６．目的予算補助元帳 ]

■帳票サンプル（目的→科目→明細）

　（CSV出力サンプル） ※「合計を出力する」にチェックをつけた場合

■帳票サンプル（科目→明細→目的）

Ｋ目

科目
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 1．準備・日常処理

７．目的別予算情報入力 （目的別予算情報入力）

仕訳入力可能月以外の仕訳の修正や、月をまたいでの修正も可能です。

月単位でまとめて、目的別予算区分の入力もれやミスを確認する場合に便利です。

管理者が、内容の見直し・修正を行う際にも使用できます。

また、未入力のみを抽出することも可能です。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ９．目的別予算情報入力]

項目名 説明

① 伝票月 伝票月を範囲指定で選択して検索することができます。

② 科目 科目を入力して検索することができます。

③ 部門 部門を入力して検索することができます。

④ Ｋ目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｋ目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを入力して検索することができます。（未入力データも検索可能）

⑤ 未入力のみ 目的予算区分が未入力の仕訳を検索できます。

⑥ Ｍ目Ⅰ・Ⅱ Ｍ目Ⅰ・Ⅱを入力して検索することができます。（未入力データも検索可能）

⑦ Ｋ目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｋ目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを入力します。

⑧ Ｍ目Ⅰ・Ⅱ Ｍ目Ⅰ・Ⅱを入力します。

①
④

⑥

②

⑦
⑧

③
⑤
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 1．準備・日常処理

７．目的別予算情報入力 （目的別予算情報入力）

（例）２月～３月の伝票のうち、目的予算区分（Ｋ目）が未入力の伝票に対して、該当する区分を登録する。

目的予算区分の未入力を防ぐには

仕訳入力時に、目的予算区分の入力を必須にすることができます。

設定方法につきましては、『TOMAS-PS/EX2マスタ設定編　会計』（P3-13）をご覧ください。

「K目ロック」「M目ロック」にチェックをつけることで必須項目とみなされます。

目的別予算情報入力で修正した内容は、
そのまま資金収支仕訳に反映します。
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 ２．予算編成関連（Ｋ目）

　１．処理手順

◆予算編成の流れ（Ｋ目）◆
目的別予算の金額を形態予算へ積上げ計上する流れをご紹介します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－９

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  １．目的別予算区分登録 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  １．目的別予算金額登録(K)］

（流用する場合は、 目的別予算流用の流れ（K目） を行う。）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－４

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助　⇒　６．部門別目的予算金額集計表 ]

※目的別予算金額登録(K)から資金収支予算入力へどのように編成されるかのシミュレーション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－８

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助　⇒　７．Ｋ目から形態予算への予算編成］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ９．予算  ⇒  １．資金収支予算入力］

※目的別予算から積上げ計上された科目以外の科目（収入科目等）の予算入力を行います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ９．予算  ⇒  ２．事業活動(消費)収支予算入力］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ９．予算  ⇒  ６．按分予算分割処理］

※共通部門・共通科目に予算を入力しており、「按分方法＝物理按分」の場合、この処理により

予算金額が按分されます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ９．予算  ⇒  ３．予算書印刷(新)］

◆目的別予算流用の流れ（Ｋ目）◆

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－１０

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用　⇒　１．目的別予算流用額入力（Ｋ）］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－１１

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用　⇒　３．目的別予算流用チェックリスト］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ２－１２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用　⇒　４．目的別予算流用結果一覧表］

予算書印刷

目的予算流用額入力(Ｋ)

目的別予算流用チェックリスト

目的別予算流用結果一覧表

事業活動(消費)収支予算入力

目的別予算区分登録

目的別予算金額登録

部門別目的予算金額集計表

Ｋ目から形態予算への予算編成

資金収支予算入力

按分予算分割処理
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 ２．予算編成関連（Ｋ目）

　２．目的別予算金額登録（Ｋ） （予算金額登録）

【目的別予算金額登録（Ｋ）】では、Ｋ目Ⅰ･Ｋ目Ⅱ･Ｋ目Ⅲ･科目･明細Ⅰ･明細Ⅱ･部門ごとに
予算金額を登録します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  １．目的別予算金額登録（Ｋ） ]

項目名 説明

① 検索条件 K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力して、検索することが出来ます。

② 限定／以上 ①で条件セットした内容のみを限定して検索するのか、それ以上で検索するのかを指定できます。

③ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 登録データのK目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力します。

④ 科目 登録データの科目を入力します。

⑤ 明細Ⅰ･Ⅱ 登録データの明細Ⅰ･Ⅱを入力します。（入力省略可）

⑥ 部門 登録データの部門を入力します。

目的別予算区分登録で部門を管理するお客様は、画面に非表示となってます。

⑦ 金額 登録データの金額を入力します。12桁まで入力可能です。

【手順】

1 目的別予算区分を登録します。

2 科目を登録します(必須)。　科目毎の予算管理をしていない場合でも必須入力になりますので、

仮に「消耗品」等を登録してください。帳票出力の際に科目は非表示にすることができます。

3 科目明細がある科目の時にカーソルが止まりますが、明細毎に予算管理しない場合は「0」を

入力し、カーソルを進めてください。

4 予算計上先の部門を選択します。

5 予算金額をセットしてください。

6 追加ボタンで登録完了

※①～②は、登録済みデータの検索条件で一覧部分へ表示したいデータの絞込みを行ないます。

　③～⑦は、新たにデータを追加したり訂正する場合の入力用の項目です。

① ②

③

④ ⑤ ⑥ ⑦

会計部門を登録すると目的別予算から形態別予算へ

積上げ集計が可能です。（Ｐ2-８参照）
また、帳票印刷時に部門限定が可能となります。
※目的別予算区分登録で部門を管理するお客様は、
画面非表示となっています。

(a) (b)
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

　２．目的別予算金額登録（Ｋ） （予算金額登録）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  １．目的別予算金額登録（Ｋ） ]

ａ）追加

上記③～⑦までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

ｂ）訂正

 「目的別予算金情報（Ｋ）一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。

訂正したい目的別予算を選択してください。

選択した内容が表示されますので、上記⑦を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

ＣＳＶファイルの取込も可能です。取込手順はＰ５－２をご参照ください。

目的別予算金額登録の注意点

① ファイルで取込を行った場合は、取込を行った年度のみマスタが作成されます。

翌年度のマスタを登録する場合は、ＴＯＭＡＳにログオンする際に年度を翌年度に変更するか

ログオン後に年度変更(< 操作 ⇒ 年度変更 >)してください。

② 科目毎に予算を管理していない場合でも科目のセットが必須になります。

仮に何かの科目をセットしてください。

③ 形態予算を明細レベルで入力している場合は、目的別金額金額で明細レベルでも登録してください。

④ 【資金収支仕訳入力】で実績があるにも関わらず、【目的別予算金額登録】に予算金額がない区分には、

０円として【目的別予算金額登録】に自動的に登録されます。

ダミーで登録する科目は、雑費などの科目に
統一することをお勧めします。
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

　3．目的別予算金額一覧表 （予算金額一覧表）

【目的別予算金額一覧表】では、Ｋ目Ⅰ～Ⅲ･Ｍ目Ⅰ～Ⅱ･科目･明細Ⅰ～Ⅱ･部門ごとに予算金額を表示します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ３．目的別予算金額一覧表 ]

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 K目（階層型目的予算）かKM目（階層型とマトリクス型目的予算の組合せ）かを選択します。

③ 目的予算の集計単位②にてKM目を選択したときのみ、K目･M目･KM目･MK目の中から選択できます。

④ K目のレベル K目の階層レベルを選択します。

⑤ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目の各々の階層で限定できます。

⑥ Ｍ目のレベル M目の階層レベルを選択します。

⑦ Ｍ目Ⅰ･Ⅱ M目の各々の階層で限定できます。

⑧ 科目を印刷する 科目を印刷するかしないかを選択します。

⑨ 科目 科目を限定できます。

⑩ 明細を印刷する 明細を印刷するかしないかを選択します。

⑪ 明細のレベル 明細の階層レベルを選択します。

⑫ 明細Ⅰ･Ⅱ 明細を限定できます。

⑬ 部門毎に改頁する 部門毎に改頁するかしないかを選択します。

⑭ 部門 部門を限定できます。

⑮ 出力順 帳票の出力順を「目的→科目→明細」･「科目→明細→目的」のいずれかから選択できます。

⑮ CSV出力 csv形式で出力することができます。

※サンプル帳票が次ページにあります。

①
②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

条件を入力後
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください。

⑯
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

　3．目的別予算金額一覧表 （予算金額一覧表の続き）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ３．目的別予算金額一覧表 ]

・サンプル帳票

⑯CSV出力
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

４．部門別目的予算金額集計表 （部門別目的予算金額集計表）

目的別予算残高の予算金額を集計して部門別目的予算金額集計表を出力します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ６．部門別目的予算金額集計表 ]

【目的別予算区分登録】（P.１-９参照）または【目的別予算金額登録】（P.２-２参照）で部門を登録しておくと、

形態予算[２．会計⇒９．予算]へ積上げ集計することができます。

予算編成処理をかける前にどのように予算金額が積上げられるのかをシミュレーションすることができます。

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 【目的別予算金額登録】のK目予算を参照するのかK目M目予算を参照するのかを選択します。

③ 部門集計パターン 部門集計パターンを選択します。

④ 部門 部門を限定できます。

⑤ 表示形式 部門を合算するか、部門別に改頁するか選択します。

※サンプル帳票が次ページにあります。

①

②

③

④

⑤

検索条件の
指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください

２－６ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 ３．予算編成関連(Ｋ目)

４．部門別目的予算金額集計表 （部門別目的予算金額集計表の続き）

目的別予算残高の予算金額を集計して部門別目的予算金額集計表を出力します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ６．部門別目的予算金額集計表 ]

・帳票サンプル （表示形式＝合算）

・帳票サンプル （表示形式＝部門別改頁）

積上げ集計をする場合は以下の点を確認してください！！

形態別予算で明細レベルで入力している場合は、目的別予算金額登録でも

明細レベルで登録してください。
サンプル帳票は目的別予算金額登録で明細レベルに登録している例ですので、
この帳票で明細を入れているか否か確認できます。

また、形態別予算は科目レベルで入力し、目的別予算金額登録では明細レベルで
登録している場合でも、帳票では明細単位で1件ごとに表示されます。
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

５．K目から形態予算への予算編成 （K目から形態予算への予算編成）

目的別予算を形態部門別に集計した結果（流用があれば流用後の金額）を通常の予算に書き込みます。

一度処理すると元に戻せませんので、必ず処理前にバックアップ(会計のみ)を取ってください。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ７．Ｋ目から形態予算への予算編成]

項目名

① 年度 処理対象年度を表示します。起動時の年度と一致します。

② 予算回次 現在の予算回次を表示します。

③ 更新方法 年度と予算回次を確認して、予算を削除してからの実行か、重複データを上書きするのか、

加算するのかを選択します。

形態予算入力に金額が何も入っていない場合は、[予算を削除後実行]にチェックをしてください。

すでに予算が入力されている場合は、[重複データは上書き]又は[重複データは加算]に

チェックをつけてください。

いずれの場合も⑤で限定した大科目のみが対象となります。

・削除後実行　　　　：削除後実行については注意点が３つあります。

　　　　　　　　　　　①既定予算で「収入の部」を入力していた場合、目的別予算からの編成のみが

　　　　　　　　　　　　反映されるため、⑤で収入の大科目のチェックを外してください。

　　　　　　　　　　　②【消費収支予算入力】から手入力された補正予算額は削除されず残ります。

　　　　　　　　　　　③補正予算で行うと、指定した予算回次以前の既定予算はそのままで、

　　　　　　　　　　　　補正後合計が削除され、目的別予算からの編成のみが反映されます。

・重複データは上書き：指定した予算回次で重複した科目に関して既に登録した予算は削除され

　　　　　　　　　　　編成金額で登録されます。

・重複データは加算　：形態予算の金額 ＋ 編成金額（編成した回数分加算されます。）

④ エラー出力時 エラー出力時に、更新しないのか、エラー以外は更新するのかを選択できます。

⑤ 大科目限定 処理対象となる大科目にチェックを付けてください。

ａ）実行

上記①～②を確認して、③～⑤を指定後、[実行]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『処理を実行します。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと実行されます。

処理終了時、『処理が終了しました。メニューに戻ります。』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

[ＯＫ]ﾎﾞﾀﾝを押すと、画面を終了しメニューに戻ります。

説明

①

②

③

④

⑤

収入 支出

２－８ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 ２．予算編成関連(Ｋ目)

５．K目から形態予算への予算編成 （K目から形態予算への予算編成）

【資金収支予算入力】画面への反映について

K目から形態予算へ編成した場合の例を紹介します。（P２－6【部門別目的予算金額集計表】の内容を編成します）

①編成前

②K目から形態予算への編成

③資金収支予算入力画面で確認

「重複データは上書き」を選択することで、上記の「印刷製本費」のように、金額が0円になる場合もあります。

（既定予算には予算金額があったが、目的予算として「印刷製本費」を計上していなかったため、

　この状態で編成処理を行うと、上書きされて0円になる）

　※大科目の限定を行うと回避できます。

補正予算に対して編成をする場合は、必ず事前に予算回次更新を行ってください。

共通部門に対して編成した場合は予算按分処理が必要です。日常処理編をご覧ください（P８－３）。

P2-7の予算金額と一致
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

６．目的別予算流用額入力(K) （目的別予算流用額入力(K)）

登録した目的予算の金額を、他科目、他部署へ流用することができます。

流用元と流用先のＫ目Ⅰ･Ｋ目Ⅱ･Ｋ目Ⅲ･科目･明細Ⅰ･明細Ⅱを指定し目的予算を流用します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用  ⇒  １．目的別予算流用額入力（K） ]

項目名 説明

① 流用元／先で検索 流用元で検索と流用先で検索を指定することで③の条件内容でどちらかを検索するとこが出来ます。  

② 登録日順／流用日順 一覧の表示順序を登録日順とするか、流用日順とするかを選択できます。

③ 検索条件 K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力して、検索することが出来ます。

④ 限定／以上 ③で条件セットした内容のみを限定して検索するのか、それ以上で検索するのかを指定できます。

⑤ 流用元K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 流用元のK目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力します。

⑥ 流用元科目 流用元の科目を入力します。

⑦ 流用元明細Ⅰ･Ⅱ 流用元の明細Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑧ 流用先K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 流用先のK目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力します。

⑨ 流用先科目 流用先の科目を入力します。

⑩ 流用先明細Ⅰ･Ⅱ 流用先の明細Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑪ 金額 流用する金額を入力します。10桁まで入力可能です。

⑫ 流用後金額(流用元) ⑪で金額を入力すると、流用元の流用後金額が表示されます。

⑬ 流用後金額(流用先) ⑪で金額を入力すると、流用先の流用後金額が表示されます。

⑭ 流用日 流用する年月日を入力します。

初期値は開局年度の年とシステム日付の年月を合わせて表示しています。

ａ）追加

上記⑤～⑭までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

ｂ）訂正

 「目的別予算流用額入力（K）」の一覧に指定した検索条件の内容が表示されます。訂正したい目的予算を

選択してください。選択した内容が表示されますので、上記⑪と⑭を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

① ②

③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨ ⑩

⑭

⑫

⑬

⑪

(a) (b)
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

７．目的別予算流用ﾁｪｯｸﾘｽﾄ （目的別予算流用ﾁｪｯｸﾘｽﾄ）

【目的別予算流用額入力（Ｋ）】画面で登録したデータのチェックリストが印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用  ⇒  ３．目的別予算流用チェックリスト ]

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 K目予算かK目M目予算か選択します。

③ 抽出先 流用元・流用先のどちらの条件で⑤～⑧の項目について抽出するか選択できます。

④ 流用日 流用日を限定できます。

⑤ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑥ Ｍ目Ⅰ・Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑦ 科目 科目を限定できます。

⑧ 明細Ⅰ・Ⅱ 明細を限定できます。

⑨ 出力順 出力の順番を流用日順とするか、流用元順とするか、流用先順とするかを選択できます。

帳票サンプル（Ｋ目：流用元）

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

検索条件の
指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

８．目的別予算流用結果一覧表 （目的別予算流用結果一覧表）

【目的別予算流用額入力（Ｋ）】で登録したデータの流用結果が印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用  ⇒  ４．目的別予算流用結果一覧表 ]

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 K目予算かK目M目予算か選択します。

③ 目的予算の集計単位 ②にてＫ目Ｍ目を選択したときのみＫ目・Ｍ目・Ｋ目Ｍ目・Ｍ目Ｋ目の中から選択できます。

④ Ｋ目のレベル Ｋ目の階層レベルを選択します。

⑤ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑥ Ｍ目のレベル Ｍ目の階層レベルを選択します。

⑦ Ｍ目Ⅰ・Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑧ 科目を印策する 科目を印刷するかしないか選択します。

⑨ 科目 科目を限定できます。

⑩ 明細を印刷する 明細を印刷するかしないか選択します。

⑪ 明細のレベル 明細の階層レベルを選択します。

⑫ 明細Ⅰ・Ⅱ 明細を限定できます。

帳票サンプル（Ｋ目）

検索条件の
指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

２－１２ TOMAS-PS／ＥＸ２会計



 ２．予算編成関連(Ｋ目)

８．目的別予算流用結果一覧表 （目的別予算流用結果一覧表）

目的別予算流用後の反映について

例）財務部の印刷製本費を総務部の消耗品費に10,000円分流用した。

法人-財務課-管印刷製本費 100,000円 ⇒ 90,000円

法人-総務課-管消耗品費 550,000円 ⇒ 560,000円

目的別予算金額登録（K）

流用前の金額で表示
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 ２．予算編成関連(Ｋ目)

8．目的別予算流用結果一覧表 （目的別予算流用結果一覧表）

目的別予算流用後の反映について②

MEMO

流用後の金額で表示
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 ３．予算編成関連（ＫＭ目）

　１．処理手順

◆予算編成の流れ（ＫＭ目）◆
部署別予算（Ｍ目）の金額を目的別予算（Ｋ目）へ積上げ計上する流れをご紹介します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ１－９

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  １．目的別予算区分登録 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３－２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ２．目的別予算金額登録(KM)］

（流用する場合は、 目的別予算流用の流れ（KM目） を行う。）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３－６

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助　⇒　６．部門別目的予算金額集計表 ]

※目的別予算金額登録(KM)から資金収支予算入力へどのように編成されるかのシミュレーション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３－８

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算　⇒ ８．目的別予算補助　⇒　５．Ｍ目的からＫ目的への予算編成]

「Ｍ目的からＫ目的への予算編成」作業後は、目的別予算金額登録(KM)で入力した値が

２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  １．目的別予算金額登録(K)　へ積上げ計上され、

既に登録している金額があっても（ＫＭ）の金額に上書きされます。

　※「目的別予算金額登録(K)」へ直接入力した場合と同じ状態になっています。

この後の処理の流れは、P2-1を参照してください。

◆目的別予算流用の流れ（ＫＭ目）◆

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３－９

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用　⇒　２．目的別予算流用額入力（ＫＭ）］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３－１０

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用　⇒　３．目的別予算流用チェックリスト］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ３－１１

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用　⇒　４．目的別予算流用結果一覧表］

目的予算流用額入力(ＫＭ)

部門別目的別予算金額集計表

目的別予算区分登録

目的別予算流用チェックリスト

目的別予算流用結果一覧表

目的別予算金額登録

Ｍ目的からＫ目的への予算編成
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 ３．予算編成関連（ＫＭ目）

　２．目的別予算金額登録（ＫＭ）（予算金額登録の続き）

【目的別予算金額登録（ＫＭ）】では、Ｋ目Ⅰ～Ⅲ･Ｍ目Ⅰ～Ⅱ･科目･明細Ⅰ～Ⅱ･部門ごとに
予算金額を登録します。
部署別目的別予算管理サブシステムをご購入いただいたお客様のみの限定機能となっております。

KM目（階層型とマトリクス型目的予算の組合せ）で予算金額を登録できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ２．目的別予算金額登録（ＫＭ） ]

項目名 説明

① 検索条件 K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、Ｍ目Ⅰ･Ⅱを入力して、検索することができます。

② 限定／以上 ①で条件セットした内容のみを限定して検索するのか、それ以上で検索するのかを指定できます。

③ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 登録データのK目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力します。

④ Ｍ目Ⅰ･Ⅱ 登録データのＭ目Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑤ 科目 登録データの科目を入力します。

⑥ 明細Ⅰ･Ⅱ 登録データの明細Ⅰ･Ⅱを入力します。（入力省略可）

⑦ 部門 登録データの部門を入力します。

目的別予算区分登録で部門を管理するお客様は、画面非表示となってます。

⑧ 金額 登録データの金額を入力します。12桁まで入力可能です。

【手順】

1 目的別予算区分を登録します。

2 科目を登録します(必須)。　科目毎の予算管理をしていない場合でも必須入力になりますので、

仮に「消耗品」等を登録してください。帳票出力の際に科目は非表示にすることができます。

3 科目明細がある科目の時にカーソルが止まりますが、明細毎に予算管理しない場合は「0」を

入力し、カーソルを進めてください。

4 予算計上先の部門を選択します。

5 予算金額をセットしてください。

6 追加ボタンで登録完了

※①～②は、登録済みデータの検索条件で一覧部分へ表示したいデータの絞込みを行ないます。

　③～⑧は、新たにデータを追加したり訂正する場合の入力用の項目です。

①
②

③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

会計部門を登録すると目的別予算から形態別予算へ

積上げ集計が可能です。（Ｐ2-８参照）
また、帳票印刷時に部門限定が可能となります。
※目的別予算区分登録で部門を管理するお客様は、
画面非表示となっています。

(a) (b)
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 ３．予算編成関連(ＫM目)

　２．目的別予算金額登録（ＫＭ）（予算金額登録の続き）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ２．目的別予算金額登録（ＫＭ） ]

ａ）追加

上記③～⑦までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

ｂ）訂正

 「目的別予算金情報（KM）一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。

訂正したい目的別予算を選択してください。

選択した内容が表示されますので、上記⑦を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

ＣＳＶファイルの取込も可能です。取込手順はＰ５－２をご参照ください。

目的別予算金額登録の注意点

① ファイルで取込を行った場合は、取込を行った年度のみマスタが作成されます。

翌年度のマスタを登録する場合は、ＴＯＭＡＳにログオンする際に年度を翌年度に変更するか

ログオン後に年度変更(< 操作 ⇒ 年度変更 >)してください。

② 科目毎に予算を管理していない場合でも科目のセットが必須になります。

仮に何かの科目をセットしてください。

③ 形態予算を明細レベルで入力している場合は、目的別金額金額で明細レベルでも登録してください。

④ 【資金収支仕訳入力】で実績があるにも関わらず、【目的別予算金額登録】に予算金額がない区分には、

０円として【目的別予算金額登録】に自動的に登録されます。

ダミーで登録する科目ですが、雑費などの科目
に統一することをお勧めします。
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

３．目的別予算金額一覧表 （予算金額一覧表）

【目的別予算金額一覧表】では、Ｋ目Ⅰ～Ⅲ･Ｍ目Ⅰ～Ⅱ･科目･明細Ⅰ～Ⅱ･部門ごとに
予算金額を表示します。
§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ３．目的別予算金額一覧表 ]

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 K目（階層型目的予算）かKM目（階層型とマトリクス型目的予算の組合せ）かを選択します。

③ 目的予算の集計単位②にてKM目を選択したときのみ、K目･M目･KM目･MK目の中から選択できます。

④ K目のレベル K目の階層レベルを選択します。

⑤ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目の各々の階層で限定できます。

⑥ Ｍ目のレベル M目の階層レベルを選択します。

⑦ Ｍ目Ⅰ･Ⅱ M目の各々の階層で限定できます。

⑧ 科目を印刷する 科目を印刷するかしないかを選択します。

⑨ 科目 科目を限定できます。

⑩ 明細を印刷する 明細を印刷するかしないかを選択します。

⑪ 明細のレベル 明細の階層レベルを選択します。

⑫ 明細Ⅰ･Ⅱ 明細を限定できます。

⑬ 部門毎に改頁する 部門が変わった場合に改頁するかしないかを選択します。

⑭ 部門 部門を限定できます。

⑮ 出力順 帳票の出力順を「目的→科目→明細」･「科目→明細→目的」のいずれかから選択できます。

⑯ CSV出力 CSV出力ができます。

※サンプル帳票が次ページにあります。

①
②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫

⑬
⑭

⑮

条件を入力後
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください。

⑯
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

　３．目的別予算金額一覧表 （予算金額一覧表の続き）

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ３．目的別予算金額一覧表 ]

・サンプル帳票

⑯CSV出力
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

４．部門別目的予算金額集計表 （部門別目的予算金額集計表）

１）部門別目的別予算金額集計表
目的別予算残高の予算金額を集計して部門別目的予算金額集計表を出力します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ６．部門別目的予算金額集計表 ]

【目的別予算区分登録】（P.１-９参照）または【目的別予算金額登録】】（P.２-２、３-２参照）で

部門を登録しておくと、形態予算[２．会計⇒９．予算]へ積上げ集計することができます。

予算編成処理をかける前にどのように予算金額が積上げられるのかをシミュレーションすることができます。

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 【目的別予算金額登録】のK目予算を参照するのかK目M目予算を参照するのかを選択します。

③ 部門集計パターン 部門集計パターンを選択します。

④ 部門 部門を限定できます。

⑤ 表示形式 部門を合算するか、部門別に改頁するか選択します。

※サンプル帳票が次ページにあります。

①

②

③

④

⑤

検索条件の
指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

４．部門別目的予算金額集計表 （部門別目的予算金額集計表の続き）

１）部門別目的予算金額集計表の続き
目的別予算残高の予算金額を集計して部門別目的予算金額集計表を出力します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ６．部門別目的予算金額集計表 ]

・帳票サンプル （表示形式＝合算）

積上げ集計をする場合は以下の点を確認してください！！

形態別予算で明細レベルで入力している場合は、目的別予算金額登録でも

明細レベルで登録してください。
サンプル帳票は目的別予算金額登録で明細レベルに登録している例ですので、
この帳票で明細を入れているか否か確認できます。

また、形態別予算は科目レベルで入力し、目的別予算金額登録では明細レベルで
登録している場合でも、帳票では明細単位で1件ごとに表示されます。
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

５．Ｍ目的からＫ目的への予算編成（Ｍ目的からＫ目的への予算編成）

１）Ｍ目的からＫ目的への予算編成
Ｍ目は部署別目的別予算管理サブシステムをご購入いただいたお客様のみの限定機能となっております。

一度処理すると元に戻せませんので、必ず処理前にバックアップ(会計のみ)を取ってください。

目的別予算金額登録(ＫM)に登録した予算金額（流用があれば流用後の予算金額）を、目的別予算金額登録(Ｋ)へ

積上げ集計します。重複した目的予算区分・科目に関して、既に登録した金額に上書きします。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ５．Ｍ目的からＫ目的への予算編成 ]

項目名 説明

① 年度 実行年度が表示されます。

② M目的の予算金額 チェックをつけると、目的別予算金額登録（K）に金額があり、目的別予算金額登録(ＫＭ)

がｾﾞﾛのﾃﾞｰﾀは にはない（０円でセットされている場合と、登録自体がない場合）は、

上書きしない 目的別予算金額登録（Ｋ）に０円で上書きしないようにできます。

ａ）実行

上記①の実行年度を確認後、[実行]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『処理を実行します。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと実行されます。

処理終了時、『処理が終了しました。メニューに戻ります。』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

[はい]を押すと画面を終了しメニューに戻ります。

K目への予算編成後、さらに形態予算へ計上されたい場合はP２－８～をご覧ください。

①

②
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

６．目的別予算流用額入力(KM) （目的別予算流用額入力(KM)）

１）目的別予算流用額入力（ＫＭ）
流用元と流用先のＫ目Ⅰ･Ｋ目Ⅱ･Ｋ目Ⅲ･Ｍ目Ⅰ･Ｍ目Ⅱ･科目･明細Ⅰ･明細Ⅱを指定し目的予算を流用します。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用  ⇒ ２．目的別予算流用額入力（KＭ） ]

項目名 説明

① 流用元／先で検索 流用元で検索と流用先で検索を指定することで③の条件内容でどちらかを検索することができます。

② 登録日順／流用日順 一覧の表示順序を登録日順とするか、流用日順とするかを選択できます。

③ 検索条件 K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、Ｍ目Ⅰ・Ⅱを入力して、検索することが出来ます。

④ 限定／以上 ③で条件セットした内容のみを限定して検索するのか、それ以上で検索するのかを指定できます。

⑤ 流用元K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 流用元のK目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力します。

⑥ 流用元Ｍ目Ⅰ･Ⅱ 流用元のＭ目Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑦ 流用元科目 流用元の科目を入力します。

⑧ 流用元明細Ⅰ･Ⅱ 流用元の明細Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑨ 流用先K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ 流用先のK目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを入力します。

⑩ 流用先Ｍ目Ⅰ･Ⅱ 流用先のＭ目Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑪ 流用先科目 流用先の科目を入力します。

⑫ 流用先明細Ⅰ･Ⅱ 流用先の明細Ⅰ･Ⅱを入力します。

⑬ 金額 流用する金額を入力します。10桁まで入力可能です。

⑭ 流用後金額(流用元) ⑬で金額を入力すると、流用元の流用後金額が表示されます。

⑮ 流用後金額(流用先) ⑬で金額を入力すると、流用先の流用後金額が表示されます。

⑯ 流用日 流用する年月日を入力します。

初期値は開局年度の年とシステム日付の年月を合わせて表示しています。

ａ）追加

上記⑤～⑯までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

ｂ）訂正

 「目的別予算金情報（ＫＭ）一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。訂正したい目的予算を選択してください。

選択した内容が表示されますので、上記⑬と⑯を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

① ②

③

⑤

⑦ ⑧

⑨

⑪ ⑫

⑯

⑭

④

⑥

⑩ ⑮

⑬

(a) (b)
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

７．目的別予算流用ﾁｪｯｸﾘｽﾄ （目的別予算流用ﾁｪｯｸﾘｽﾄ）

１）目的別予算流用チェックリスト
【目的別予算流用額入力（Ｋ）】または【目的別予算流用額入力（ＫＭ）】画面で登録したデータの

チェックリストが印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用  ⇒  ３．目的別予算流用チェックリスト ]

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 K目予算かK目M目予算か選択します。

③ 抽出先 流用元・流用先のどちらの条件で⑤～⑧の項目について抽出するか選択できます。

④ 流用日 流用日を限定できます。

⑤ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑥ Ｍ目Ⅰ・Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑦ 科目 科目を限定できます。

⑧ 明細Ⅰ・Ⅱ 明細を限定できます。

⑨ 出力順 出力の順番を流用日順とするか、流用元順とするか、流用先順とするかを選択できます。

帳票サンプル（ＫM目：流用元）

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

検索条件の
指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください
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 ３．予算編成関連(ＫＭ目)

８．目的別予算流用結果一覧表 （目的別予算流用結果一覧表）

【目的別予算流用額入力（ＫM）】で登録したデータの流用結果が印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ７．目的別予算流用  ⇒  ４．目的別予算流用結果一覧表 ]

項目名 説明

① 年度 印刷対象年度を選択します。

② 目的予算の種類 K目予算かK目M目予算か選択します。

③ 目的予算の集計単位 ②にてＫ目Ｍ目を選択したときのみＫ目・Ｍ目・Ｋ目Ｍ目・Ｍ目Ｋ目の中から選択できます。

④ Ｋ目のレベル Ｋ目の階層レベルを選択します。

⑤ Ｋ目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑥ Ｍ目のレベル Ｍ目の階層レベルを選択します。

⑦ Ｍ目Ⅰ・Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑧ 科目を印策する 科目を印刷するかしないか選択します。

⑨ 科目 科目を限定できます。

⑩ 明細を印刷する 明細を印刷するかしないか選択します。

⑪ 明細のレベル 明細の階層レベルを選択します。

⑫ 明細Ⅰ・Ⅱ 明細を限定できます。

帳票サンプル（ＫM目）

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫

検索条件の
指定後に
[印刷]ﾎﾞﾀﾝを
押してください
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 ４．執行伺関連

　１．処理手順

◆執行伺業務の流れ◆

予算執行伺申請時に入力された情報を、業者支払予定仕訳または資金収支仕訳として取込ができます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ３．起案者登録【起案者タブ】 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－３

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ３．起案者登録【起案部署タブ】 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－４

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ４．稟議番号区分登録 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－５

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  １．目的別予算執行伺登録 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－１０

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ２．目的別予算執行伺ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－１２

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ３．目的別予算執行伺書 ]

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ４－１４

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ４．目的別予算一括日付入力 ]

または ・・・・・・・ Ｐ４－１６

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  ２．発注データ取込仕訳入力　または　１６．業者支払一括発注取込］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  ７．業者支払予定表］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  ９．総合振込］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  １０．資金収支への書込み］

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日常処理ﾏﾆｭｱﾙ

§ [ ２．会計  ⇒  ２．会計日常  ⇒  １．資金収支仕訳入力］

業者支払一括発注取込

目的別予算一括日付入力

目的別予算執行伺ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

資金収支仕訳入力

総合振込

資金収支への書き込み

業者支払予定表

発注データ取込仕訳入力

起案者登録

稟議番号区分登録

起案部署登録

目的別予算執行伺書

目的別予算執行伺登録

通常の業者支払の流れと同様（省略）

事前登録作業
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 ４．執行伺関連

２．起案者登録

１）起案者登録
予算執行伺書に記載する起案者と起案部署の両方の登録を行います。

事前に起案部署の登録を行ってください。　※次ページ参照

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ３．起案者登録 ]

項目名 説明

① 起案者／起案部署 起案者タブを選択します。

② オペレータIDを～ チェックつけると⑦のオペレータに自動で会計のオペレータIDが表示されます。

③ 検索条件 起案者IDを入力して、検索することが出来ます。

④ ID 起案者IDを入力します。

⑤ 名称 正式名称を入力します。全角１２文字まで入力可能です。

⑥ 略名称 略称を入力します。全角６文字まで入力可能です。

⑦ オペレータ オペレータIDを入力します。

⑧ 起案部署 起案部署を入力します。

⑨ 決裁区分 「権限あり」の場合、【目的別予算執行伺登録】で決裁日入力可能です。

⑩ Ｋ目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ Ｋ目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを入力します。

⑪ 表示順 ガイダンスで表示する場合の順番を入力します。

⑫ 状態 登録しているコードを使用するか使用しない（未使用）かを選択します。

ａ）追加

上記④～⑫までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

ｂ）訂正

 「起案者情報一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。訂正したい起案者情報を選択してください。

選択した内容が表示されますので、上記④～⑫までの項目を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

①

②
③

④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩

⑪

⑫

(a) (b)
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 ４．執行伺関連

２．起案者登録

２）起案部署登録
§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ３．起案者登録 ]

項目名 説明

① 起案者／起案部署 起案部署登録を選択します。

② 検索条件 起案部署IDを入力して、検索することが出来ます。

③ ID 起案部署IDを入力します。

④ 名称 正式名称を入力します。全角１２文字まで入力可能です。

⑤ 略名称 略称を入力します。全角６文字まで入力可能です。

⑥ 起案部署長 起案者IDを入力します。

⑦ 表示順 ガイダンスで表示する場合の順番を入力します。

⑧ 状態 登録しているコードを使用するか使用しない（未使用）かを選択します。

ａ）追加

上記③～⑧までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

ｂ）訂正

 「起案部署情報一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。

訂正したい起案部署情報を選択してください。

選択した内容が表示されますので、上記③～⑧までの項目を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

①

②

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

(a) (b)
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 ４．執行伺関連

３．稟議番号区分登録 （稟議番号区分登録）

稟議番号区分の名称・略称・記号等の登録をします。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ４．稟議番号区分登録 ]

項目名 説明

① 検索条件 稟議番号区分を入力して、検索することが出来ます。

② 稟議番号区分 稟議番号区分を入力します。

③ 名称 正式名称を入力します。全角６文字まで入力可能です。

④ 略称 略称を入力します。全角２文字まで入力可能です。

⑤ 記号 記号を入力します。全角１文字まで入力可能です。

⑥ 表示 予算執行伺書の右上の稟議番号欄に表示する稟議番号区分として

略称を使用するか記号を使用するかを選択します。

⑦ 表示順 ガイダンスで表示する場合の順番を入力します。

⑧ 状態 登録しているコードを使用するか使用しない（未使用）かを選択します。

ａ）追加

上記②～⑧までの項目に入力後、[追加]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『追加処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと追加されます。

『翌年度のデータも更新しますか？』とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。「はい」を押すと翌年度にも追加されます。

ｂ）訂正

 「稟議番号区分情報一覧」に指定した検索条件の内容が表示されます。

訂正したい稟議番号区分情報を選択してください。

選択した内容が表示されますので、上記②～⑧までの項目を変更後、[訂正]ﾎﾞﾀﾝを押します。

『訂正処理を行います。よろしいですか？』のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。[はい]を押すと変更されます。

『翌年度のデータも更新しますか？』とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。「はい」を押すと翌年度にも追加されます。

①

②
③
④
⑤
⑥

⑦

⑧

(b)(a)
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 ４．執行伺関連

４．目的別予算執行伺登録 （予算執行伺登録）

１）各メニューの説明
§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  １．目的別予算執行伺登録 ]

目的別予算執行伺を登録します。

業者毎に目的別予算執行伺を登録してください。

①各メニューの説明

項目名 説明

最新の状態に更新 画面情報を再取得して、最新の状態に更新します。

削除 執行伺データ表示後に選択可能となります。表示中の執行伺データを削除します。

行挿入 明細に行を挿入します。

行削除 明細の行を削除します。

終了 処理を終了し目的別予算執行伺登録画面を閉じます。

項目名 説明

画面ｺﾋﾟｰ 画面印刷を行います。

目的別予算 執行伺データ表示後に選択可能となります。

執行伺書印刷 表示中の執行伺データを執行伺書イメージで表示します。

印刷すると執行伺書として使用できます。

項目名 説明

稟議番号区分登録 【稟議番号区分登録】画面を起動します。

起案者登録 【起案者登録】画面を起動します。

目的別予算区分登録 【目的予算区分登録】画面を起動します。

業者登録 【業者登録】画面を起動します。

摘要登録 【摘要登録】画面を起動します。

勘定科目登録 【勘定科目登録】画面を起動します。

①

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

⑨
⑩

⑪ ⑮

⑭

⑬

⑫
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 ４．執行伺関連

４．目的別予算執行伺登録

１）各メニューの説明　続き１
§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  １．目的別予算執行伺登録 ]

※がついている項目は、仕訳入力画面へ連動します。

項目名 説明

② 年度 年度を選択します。

③ 稟議番号区分 稟議番号区分を選択します。（登録方法はＰ４－４参照）

④ 起案部署 起案部署を選択します。（登録方法はＰ４－３参照）

⑤ 起案部署長 起案部署帳を選択します。

④で起案部署を選択すると【起案者登録】画面の起案部署長が初期設定をして

表示されます。

ガイダンスは出ますので、変更することも可能です。

⑥ 起案者 起案者を選択します。

④で起案部署を選択すると【起案者登録】画面の起案者が初期設定をして

表示されます。

ガイダンスは出ますので、変更することも可能です。

⑦ 起案部門 ※ 起案部門を選択します。仕訳入力画面の[部門]へ連動します。

パラメータ設定において「目的別予算部門毎管理＝有効」になっている場合のみ表示されます。

発注仕訳取込を行った場合の借方計上部門になります。(詳細はＰ4-16参照）

⑧ 目的予算区分 ※ 目的予算区分を選択します。

設定により、④で起案部署を選択すると【起案部署登録】の目的予算区分が

初期表示されます。

⑨ 件名 執行伺の件名を入力します。全角４０文字まで入力可能です。

⑩ 内容 内容編集ダイアログで執行伺いの内容を入力します。

※４８文字×１３行を超えると印刷内容が崩れますのでご注意ください。

⑪ 発注先 ※ 発注先を入力します。ガイダンスより業者マスタで登録している業者を発注先として選択するか

発注先名称を直接入力できます。仕訳入力画面の[業者]へ連動します。

⑫ 備考 備考を入力します。全角２０文字まで入力可能です。

⑬ 取込状態 業者仕訳に取込済の場合、「業者支払予定仕訳入力済」と表示されます。

⑭ 起案日　等 選択ボタンでカレンダーが表示されます。

起案日 起案日を入力します。

受付日 受付日を入力します。

決裁日 受け付けられた起案に対し決済日が入力します。

※決裁日は決裁権限のあるオペレータＩＤのみ入力可能です。

発注日 決裁された起案に対して発注日を入力します。

発注日を入力した起案が、業者仕訳まとして取込可能です。

納品日 発注後、納品された起案に対して納品日を入力します。

支払日 納品後、支払済の起案に対して支払日を入力します。

上記各日付の名称は、変更可能です。

§ [ １．システム情報  ⇒  ６．環境設定  ⇒  ２．ｼｽﾃﾑ情報ｺｰﾄﾞﾏｽﾀ設定 ] で変更できます。

⑮ 納入予定日 業者からの納入予定日を入力します。

納入日、支払日は入力可能ですが、システム上、未入力のままでも支障はありません。
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 ４．執行伺関連

４．目的別予算執行伺登録

１）各メニューの説明　続き２
§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  １．目的別予算執行伺登録 ]

入力内容（明細部）の説明 ※がついている項目は、仕訳入力画面へ連動します。

項目名 説明

① 品名 ※ 品名を入力します。摘要マスタを参照できます。コードを未入力して品名のみの入力もできます。

仕訳入力画面の[摘要]へ連動します。

② 単価 単価を入力します。

③ 数量 数量を入力します。

④ 金額 ※ 単価×数量が自動計算されて表示されますが、訂正は可能です。

⑤ 科目 ※ 科目を入力します。

⑥ 明細Ⅰ ※ 明細Ⅰを入力します。

⑦ 明細Ⅱ ※ 明細Ⅱを入力します。

⑧ 予算金額 入力した予算区分・科目・明細単位の予算額（流用調整後）を表示します。

⑨ 執行後残高 予算金額（⑧）－予算執行額（執行額の累計額＋今回の申請額④）が表示されます。

⑨
⑧① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦
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 ４．執行伺関連

４．目的別予算執行伺登録

１）各メニューの説明　続き３

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  １．目的別予算執行伺登録 ]

項目名 説明

① 予算額 入力した予算区分・科目・明細単位の予算額（流用調整後）を表示します。

② 予算執行額 入力した予算区分の予算執行額を表示します。

③ 今回申請額 入力中金額の合計を表示します。

④ 執行後予算残高 執行後予算残高（①－②－③）を表示します。

※事前登録が必要な項目について

項目名 説明

稟議番号区分 メニューバーで＜マスタメンテ⇒稟議番号区分登録＞を選択すればﾏｽﾀ登録できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ４．稟議番号区分登録 ]

からも登録できます。 ※P.４－４参照

起案部署 メニューバーで＜マスタメンテ⇒起案者登録＞を選択すればﾏｽﾀ登録できます。

§ [２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ３．起案者登録] からも登録できます。

※P.４－３参照

起案部署長 メニューバーで＜マスタメンテ⇒起案者登録＞を選択すればﾏｽﾀ登録できます。

起案者 § [２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒  ３．起案者登録] からも登録できます。

Ｋ目Ⅰ～Ⅲ

Ｍ目Ⅰ～Ⅱ ※P.４－２参照

発注先業者 メニューバーで＜マスタメンテ⇒業者登録＞を選択すればﾏｽﾀ登録できます。

§ [２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  １２．業者管理ﾏｽﾀ登録  ⇒  １．業者登録] からも登録できます。

※マスタ設定編　P６－１参照

品名（規格等） § [ ２．会計  ⇒  ４．会計マスタ登録  ⇒  １１．摘要登録 ] から登録できます。

※摘要 ※マスタ設定編　P４－１６参照

「予算超過チェック」を行う事が可能です。　詳細設定方法はＰ５－１をご参照ください。

① ② ③ ④
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 ４．執行伺関連

　４．目的別予算執行伺登録

３）検索
【目的別予算執行伺登録】画面で[検索]ﾎﾞﾀﾝを押すと検索条件の設定が可能です。

項目名 説明

① 年度 検索対象年度を指定します。

② 起案日 起案日を範囲指定します。

③ 状況 0：起案、1：受付済、2：決裁済、3：発注済、4：納品済、5：支払済の中から

検索を行う状況を選択できます。

④ 稟議番号区分 稟議番号区分を範囲指定します。

⑤ 稟議番号 稟議番号を範囲指定します。

⑥ 起案部署 起案部署を限定できます。

⑦ 起案者 起案者を限定できます。

⑧ 起案部門 起案部門を限定できます。

⑨ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑩ Ｍ目Ⅰ･Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑪ 件名 件名を指定します。

⑫ 発注先 発注先業者を範囲指定します。

⑬ ｵﾍﾟﾚｰﾀ限定 ｵﾍﾟﾚｰﾀを限定できます。

⑭ 並び順 並び順(登録日または稟議番号)を指定します。

⑮ 表示順 ⑭で指定した並び順で表示する順番（昇順か降順か）を指定します。

⑯ 一括削除を行う ﾁｪｯｸを付けて検索した場合、条件に該当する執行伺ﾃﾞｰﾀが全て削除可能です。

※実際の削除は、【目的別予算執行伺登録】画面で行います。

①
②
③
④

⑤

⑥

⑦
⑧
⑨

⑩

⑪

⑭
⑮

⑯

⑫
⑬ [検索]ﾎﾞﾀﾝを押すと

執行伺登録画面
に該当する
ﾃﾞｰﾀを表示します

指定した条件に該当するﾃﾞｰﾀが
無い場合は「対象のﾃﾞｰﾀが
存在しませんでした」
のﾒｯｾｰｼﾞを表示します
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 ４．執行伺関連

　５．目的別予算執行伺ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

【目的別予算執行伺登録】画面で登録したデータのチェックリストが印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ２．目的別予算執行伺ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ]

項目名 説明

① 年度 検索対象年度を指定します。

② 稟議番号区分 稟議番号区分を範囲指定します。

③ 稟議番号 稟議番号を範囲指定します。

④ 入力日付 入力日付（執行伺を追加登録した日付、または訂正した日付）を範囲指定します。

⑤ 状況 0：起案、1：受付済、2：決裁済、3：発注済、4：納品済、5：支払済の中から

検索を行う状況を選択できます。

⑥ 受付日 受付日を範囲指定します。

⑦ 起案者 起案者を限定できます。

⑧ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑨ Ｍ目Ⅰ･Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑩ 部門 部門を範囲指定します。

⑪ オペレータ ｵﾍﾟﾚｰﾀを指定できます。

⑫ ソート順 並び順(入力日付、受付日または稟議番号)を指定します。

⑬ ソート日毎に改頁 ﾁｪｯｸを付けると⑫で指定した入力日付、または受付日毎に改ページを行います。

⑭ 発注先コード 発注先（業者マスタ）をコードで限定できます。

⑮ 発注先名称 発注先（業者マスタ）を名称で限定できます。

⑯ 発注先別改頁 ﾁｪｯｸを付けると発注先別に改ページされます。

※サンプル帳票が次ページにあります。

入力日付について

パラメータの『目的予算執行伺-入力日付』の設定値により、参照する日付が異なります。

　「入力日」…執行伺を追加した日付

　「更新日」…執行伺を訂正した日付

　§ [ １．システム情報  ⇒  ６．環境設定  ⇒  １．パラメータ設定 ]

①
②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬

⑭

⑮

⑯
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 ４．執行伺関連

　５．目的別予算執行伺ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

【目的別予算執行伺登録】画面で登録したデータのチェックリストが印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ２．目的別予算執行伺ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ]

・サンプル帳票

・ファイル出力

・EXCELサンプル

[ファイル出力]ﾎﾞﾀﾝを押すと
Excel形式で保存できます
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 ４．執行伺関連

　６．目的別予算執行伺書

予算執行伺書が印刷できます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ３．目的別予算執行伺書 ]

項目名 説明

① 年度 検索対象年度を指定します。

② 稟議番号区分 稟議番号区分を範囲指定します。

③ 稟議番号 稟議番号を範囲指定します。

④ 入力日付 入力日付を範囲指定します。

⑤ 状況 0：起案、1：受付済、2：決裁済、3：発注済、4：納品済、5：支払済の中から

検索を行う状況を選択できます。

⑥ 受付日 受付日を範囲指定します。

⑦ 起案者 起案者を限定できます。

⑧ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ K目Ⅰ･Ⅱ･Ⅲを限定できます。

⑨ Ｍ目Ⅰ･Ⅱ Ｍ目Ⅰ･Ⅱを限定できます。

⑩ 部門 部門を範囲指定します。

⑪ ｵﾍﾟﾚｰﾀ ｵﾍﾟﾚｰﾀを指定できます。

⑫ ｿｰﾄ順 並び順(入力日付、受付日または稟議番号)を指定します。

※サンプル帳票が次ページにあります。

①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
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 ４．執行伺関連

　６．目的別予算執行伺書

・サンプル帳票

[ファイル出力]ﾎﾞﾀﾝを押すと
Excel形式で保存できます
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 ４．執行伺関連

　7．目的別予算一括日付入力

【目的別予算執行伺登録】画面の受付日から支払日の日付を一括で入力することができます。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ４．目的別予算執行伺  ⇒  ４．目的別予算一括日付入力 ]

１）検索
一括で日付を入力したい目的別予算執行伺を検索します。

項目名 説明

① 入力日付区分 これから一括で日付を入力したい項目を選択します。

｢受付日｣｢決裁日｣｢発注日｣｢納品日｣｢支払日｣から選択します。

選択した入力日付区分が空欄のものが検索対象になります。

② 発注日登録済を含む既に日付が入っている執行伺の内容を含めて検索したいときにﾁｪｯｸをつけます。

※①で選択した区分によって日付の名称が異なります。

③ 検索日付区分 ①のうち、特定の日付の執行伺を検索できます。

【手順】
① 【一括日付入力検索画面】より、執行伺書を検索します。

② ①で呼び出した仕訳に対して支払予定日を登録します。

③ ①で呼び出した仕訳に対して業者支払パターンを設定します。

④ 目的別予算執行伺登録には実績計上部門の情報がありませんので、貸借とも該当する部門を登録します。

②

③
①

検索条件
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 ４．執行伺関連

　7．目的別予算一括日付入力

２）一括日付入力

項目名 説明

① 検索 【一括日付入力検索画面】に切替て、再検索できます。

② 並び順 検索結果が複数あった場合の出力順を選択できます。初期値は登録日です。

③ 表示順 並び順の中で、表示順を昇順か降順か選択できます。初期値は昇順です。

④ 再表示 並び順または表示順のﾁｪｯｸを変更した場合に再表示させます。

⑤ 入力日付区分 日付を入力します。

※検索時に選択した入力日付区分によって名称が異なります。

⑥ 複写 １行目で入力した日付を同じ日付を２行目以下にも複写します。

日付が入力されたデータは再検索すると表示されません。

表示させたい場合は、検索条件で「日付入力済みも含む」にﾁｪｯｸをつけてください。

⑤

① ② ③ ④

⑥
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 ４．執行伺関連

　8．発注データ取込仕訳入力

目的予算別執行伺登録で発注日付が入っている内容を業者仕訳として取込できます。

事前に【ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定】にて「発注入力＝する」設定になっているか確認してください。

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  ２．発注データ取込仕訳入力 ]

【手順】
① ［検索］より、発注日が入っている執行伺の内容を呼び出します。

② ①で呼び出した仕訳に対して支払予定日を登録します。

③ ①で呼び出した仕訳に対して業者パターンを設定します。

④ 目的別予算執行伺登録で登録した部門が借方に設定されますので、貸方の部門を登録します。

パラメータ設定において「目的別予算部門毎管理＝無効」になっている学校では、

目的別予算執行伺登録画面で起案部門を設定できませんので、発注データ仕訳取込時に

貸借の部門を選択していただく必要があります。

②
③

④

①

④

① 検索条件
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 ４．執行伺関連

　9．業者支払一括発注取込

【発注データ取込仕訳入力】では、１つの目的別予算執行伺書につき１枚の業者伝票となりますが、

複数の目的別予算執行伺書を１枚の業者伝票にまとめることもできます。

§ [ ２．会計  ⇒  ７．業者支払  ⇒  １６．業者支払一括発注取込 ]

項目名 説明

① 検索 発注取込する執行伺を検索します。検索条件はＰ4-16の検索条件と同じです。

② 稟議番号毎に登録 ①の結果、複数の執行伺が検索された場合の業者仕訳への反映方法を選択できます。

する/１伝票に全て 稟議番号毎に登録する･･･１執行伺につき１伝票となり、複数の伝票を一括で作成できます。

登録する １伝票に全て登録する･･･複数の執行伺を１伝票にまとめます。

③ 取込前に業者仕訳 チェックをつけると、[更新]ﾎﾞﾀﾝ押下後に、業者支払予定仕訳入力画面に切り替わります。

入力画面で確認する発注取込した内容を画面から確認できます。

④ 支払予定日 支払予定日、業者パターンを設定します。

業者パターン 借方部門、貸方部門は、業者仕訳の部門に反映します。

借方部門 パラメータ設定において「目的別予算部門毎管理＝有効」の場合は借方部門は執行伺の起案部門を

貸方部門 参照しますので、貸方部門のみ設定します。(貸方部門は必須項目)

｢目的別予算部門毎管理＝無効」の場合は、借方部門貸方部門の両方を選択していただく必要が

あります。

全チェック／全解除［全チェック］を押下すると、表示されているすべての執行伺にチェックがつきます。

また、すべてチェックを外したい場合は、［全解除］を押下します。

⑤ 詳細 執行伺ごとに取込後の仕訳を業者仕訳入力画面で確認ができます。

画面切替後、④の内容を直接入力して[追加]ﾎﾞﾀﾝを押下すれば業者仕訳として登録もきます。

【手順】
① ［検索］より、発注日が入っている執行伺の内容を呼び出します。

② ①で呼び出した仕訳に対して支払予定日を登録します。

③ ①で呼び出した仕訳に対して業者パターンを設定します。

④ 目的別予算執行伺登録で登録した部門が借方に設定されますので、貸方の部門を登録します。

⑤ １つの業者伝票にまとめたい執行伺の内容にチェックをつけ、更新ボタンを押下します。

⑥ 業者支払予定仕訳入力画面で伝票を確認します。

④

⑤

① ② ③
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 ５．その他の機能

１．予算超過チェック情報登録

画面ごとにチェック方法や集計レベルやチェック場所、メッセージの登録を行います。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ８．予算超過チェック情報登録]

① 画面 ﾁｪｯｸ対象画面（執行伺・業者支払予定･資金収支）を指定してください。

② 予算ﾁｪｯｸ 超過ﾁｪｯｸを行わないのか、ﾁｪｯｸする場合には、警告ﾒｯｾｰｼﾞのみ表示して仕訳入力は許可するのか、

　方法 ｴﾗ-ﾒｯｾｰｼﾞを表示して許可しないのかを選択してください。

③ 予算0円ﾁｪｯｸ 当初立案した目的別予算金額が0円の場合でも、超過ﾁｪｯｸを行うか否かを選択してください。

④ ﾁｪｯｸ場所 ②予算チェック方法＝入力不可の場合、

超過ﾁｪｯｸを行うタイミングを[追加･更新]ﾎﾞﾀﾝの押下時にするのか、金額（明細）毎に行うのかを選択します。

⑤ 画面金額表示 表示するにした場合、仕訳入力画面の左下部分に

該当の目的予算区分の予算金額と残高を出力する枠が表示されます。

⑥ 表示場所 ⑥画面金額表示＝表示するの場合、

「金額のみ」･･･チェック対象画面の金額欄にﾌｫｰｶｽｾｯﾄされた際に予算と残高を表示します。

「科目」･･･チェック対象画面の科目及び金額欄にﾌｫｰｶｽｾｯﾄされた際に予算と残高を表示します。

⑦ 貸借限定 「予算超過ﾁｪｯｸ」及び「画面金額表示」の対象とする貸借を選択します。

例：「借方」のみ選択している場合「予算超過ﾁｪｯｸ」及び「画面金額表示」は借方に対してのみ行います。

※⑧以降は次ページ参照

項目名 説明

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑩ ⑫

⑬

⑭

⑨

⑪
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 ５．その他の機能

１．予算超過チェック情報登録　

画面ごとにチェック方法や集計レベルやチェック場所、メッセージの登録を行います。

§ [ ２．会計  ⇒  ８．目的別予算  ⇒  ８．目的別予算補助  ⇒ ８．予算超過チェック情報登録]

⑧ 集計ﾚﾍﾞﾙ 超過ﾁｪｯｸの対象とする範囲を決定します。

科目/Ｋ目/Ｍ目

⑨ 目的別予算金額 チェックをつけると【目的別予算金額登録(ＫＭ)】で登録した予算と実績を対比します。

(KM)より取得 Ｍ目をご使用される学校で、目的別予算金額はＫ目のみ管理されている学校の場合はチェック不要です。

する

⑩ 部門チェック 「目的別予算部門毎管理＝有効」の場合、超過ﾁｪｯｸを部門毎に行うかどうか選択できます。

⑪ 集計金額範囲 超過ﾁｪｯｸの対象とする範囲を決定します。

⑫ 借方で相殺する 「科目集計レベル＝なし」の場合のみ選択可能です。

ﾁｪｯｸ有･･･借方基準で実績額を集計します。収入科目はマイナス表示となり、

　　　　　目的別予実対比一覧表(借方ﾍﾞｰｽ)の残高と一致します。

ﾁｪｯｸ無･･･貸借残で実績額を集計します。収入科目はプラス表示となり目的別予実対比一覧表と

              不一致になります。

⑬ 金額入力時 金額（明細）ごとに超過ﾁｪｯｸを行う場合に表示するﾒｯｾｰｼﾞを登録します。

　ﾒｯｾｰｼﾞ

⑭ 更新押下時 チェック対象画面の[追加･更新]ﾎﾞﾀﾝの押下時に超過ﾁｪｯｸを行う場合に表示するﾒｯｾｰｼﾞを登録します。

　ﾒｯｾｰｼﾞ

項目名 説明

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑩ ⑫

⑬
⑭

⑨

⑪
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 ５．その他の機能

２．取込方法

所定の取込フォーマットに合わせてCSVデータを作成すると、一括取込することができます。

§[2.会計 ⇒ 5.会計取込・抽出 ⇒ 2.ﾏｽﾀ取込・抽出 ⇒ 3.ﾏｽﾀ取込]

【手順】

①事前にバックアップを取ってください。(会計のみ)

②取込対象年度でログオンします。

③インポート対象を選択します。

④更新方法を選択します。

 　目的別予算区分・金額を全て削除し、新しく登録したい場合は[削除後実行]にチェックをしてください。

 　既に登録している区分・予算金額を残し、追加分のみ登録したい場合は[重複データは上書き]に

 　チェックをしてください。

※重複データは上書き･･･重複した科目に関して、既に登録した予算は削除され、

 　　　　　　　　　　　取込するファイルのマスタ・金額で登録されます。

※削除後実行･･･････････現状登録されているすべてのデータを削除し、取込するファイルの

　　　　　　　　　　　 マスタ・金額を登録します。

⑤エラー出力時は[更新しない]にしておきます。

⑥取込を行うCSVを指定します。

※処理終了後、目的別予算区分登録又は目的別予算金額登録に正しく取り込まれているのか

   確認してください。

§[2.会計 ⇒ 8.目的別予算 ⇒ 8.目的別予算補助 ⇒ 1.目的別予算区分登録]

§[2.会計 ⇒ 8.目的別予算 ⇒ 1.目的別予算金額登録(Ｋ)　又は　2.目的別予算金額登録(ＫＭ)]

⑤

④

⑥

③

②
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 ５．その他の機能

３．取込フォーマット

①目的別予算区分（K･M）マスタ

№ 列 必須 項目名 属性 桁数(半角) 書式

1 A ○ 目的区分 数値 4 目的区分(1:階層型 2:ﾏﾄﾘｸｽ型)
2 B ○ 目的コードⅠ 数値 4
3 C ○ 目的コードⅡ 数値 4         設定不要の場合は『0』を入力
4 D ○ 目的コードⅢ 数値 4
5 E 名称 文字 20
6 F 略名称 文字 12
7 G 部門コード 数値 4

②目的別予算金額（Ｋ）

№ 列 必須 項目名 属性 桁数(半角) 書式

1 A ○ 目的コードⅠ 数値 4
2 B ○ 目的コードⅡ 数値 4
3 C ○ 目的コードⅢ 数値 4
4 D ○ Ｆ／ＬコードⅠ 数値 4
5 E ○ Ｆ／ＬコードⅡ 数値 4 0 もしくは 0000 をセットしてください
6 F ○ 明細Ⅰ 数値 4
7 G ○ 明細Ⅱ 数値 4
8 H ○ 明細Ⅲ 数値 4
9 I ○ 部門 数値 4 目的予算部門別管理のときのみセット。それ以外は0をセット
10 J 予算金額 数値 13

③目的別予算金額（Ｍ）

№ 列 必須 項目名 属性 桁数(半角) 書式

1 A ○ Ｋ目的コードⅠ 数値 4
2 B ○ Ｋ目的コードⅡ 数値 4
3 C ○ Ｋ目的コードⅢ 数値 4
4 D ○ Ｍ目的コードⅠ 数値 4
5 E ○ Ｍ目的コードⅡ 数値 4
6 F ○ Ｍ目的コードⅢ 数値 4
7 G ○ Ｆ／ＬコードⅠ 数値 4
8 H ○ Ｆ／ＬコードⅡ 数値 4 0 もしくは 0000 をセットしてください
9 I ○ 明細Ⅰ 数値 4
10 J ○ 明細Ⅱ 数値 4
11 K ○ 明細Ⅲ 数値 4
12 L ○ 部門 数値 4 目的予算部門別管理のときのみセット。それ以外は0をセット
13 M 予算金額 数値 13

★注意点★
①データはCSV形式で作成してください。
◆CSV形式とは、項目と項目の間を「，」で区切るデータ形式です。
◆文字列の中に「，」を含みたいときは、文字列全体を「”」で囲んでください。
◆項目に何もセットしなくても「，」で項目を区切ってください。

②項目の桁数は半角で表示しています。つまり、漢字等は1文字で２桁使用します。
③編集する場合はEXCELで行ない、取込前にCSVで保存してください。

※目的別予算区分を以下のような目的３階層で取込む場合は親コードが必要です。

 　100　大学   1 個人予算 101 田中先生

102 松田先生

【Ｅｘｃｅｌﾃﾞｰﾀ作成例】 103 森田先生

目的コードⅠ(親コード)

目的コードⅡ(親コード)

目的コードⅢ
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 ５．その他の機能

３．取込フォーマット

◆目的別予算取込活用例◆

《A校の事例》独自のエクセルファイルを使用し、予算の申請と取込フォーマットの作成を一度に行う。

① 事前にエクセルで「予算申請書」兼「取込データ」を作成できるファイルを作成。

② 各部署にて、データ入力用シート「勘定科目積算表」に予算申請内容を入力

③ エクセルファイルをそのまま承認部署へ送付して申請完了。承認部署が査定額を入力し予算決定。
　※承認部署が「勘定科目積算表」シートに承認額を入力。実際の予算額は『査定額』(B)となる。

勘定科目・明細ごとに、申請する内容を詳細に記載（Ａ）
(内容・数量 etc・・・ ※金額は必須）

金額のみ他シートにリンクされる

査定額（Ｂ）は後ほど承認部署にて入力

A

A B

A B
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 ５．その他の機能

３．取込フォーマット

④ 「予算申請書」「予算申請明細書」は保存用帳票として使用するため、一式印刷

⑤ TOMAS取込用シート「リンク2」の内容を目的別区分金額登録（K）または（KM）のフォーマットに
合わせて加工し、取込手順に沿って取込を実行。(P５－２参照)

※ 予算取込後は、通常通りの処理となります。

MEMO

TOMASのフォーマットに合わせてデータを加工。
不要な列を削除し、0円のデータも削除し取込。
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 ５．その他の機能

４．パラメータ設定

目的予算管理に関連する設定を【パラメータ設定】より変更できます。

§ [ １．システム情報  ⇒  ６．環境設定  ⇒  １．パラメータ設定]

目的別予算に関連する項目と内容

目的予算補助元帳３行出力 ３行または２行

発注入力 発注入力。

目的別予算流用 目的別予算流用。

予算超過チェック 仕訳入力で予算超過チェックを行う。

目的別予算部門毎管理

目的別予算情報入力 目的別予算情報入力を許可する。

目的別予算権限使用(K) オペレータ毎に使用できる目的予算(Ｋ目)を指定できる機能。

目的別予算権限使用(M) オペレータ毎に使用できる目的予算(M目)を指定できる機能。

目的別予算執行伺書登録時印刷

発注取込 貸方初期値表示

目的別予算執行伺書　金額ZERO表示 明細金額0円の表示有無 (デフォルト = 非表示)

MEMO

項目名 説明

目的別予算補助元帳（予実対比一覧表）を部門限定し、出力する事ができる。

発注取込時の貸方の初期値表示 (0:表示なし 1:部門のみ 2:金額のみ 3:両方)

目的別予算執行伺登録画面で伺書を印刷する。

必要に応じて変更します
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